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Abstract

In1989,participants(43males,104females)inthephysicalconditioningclassinEbetuforthe

agedpeopleover60yearsofagewereaskedtoanswerquestionnairesontheirpresenthealthand

mora塁e.Thehealthlevelwasevaluatedbasedon20questi6nsfromHokudaiHealthIndex(HHI)

plusadditiona亘4questions,and'themora豆elevelwasevaluatedbasedon20questionsfromthe

partiallymodifiedPhi璽adelphiaGeriatricCenterMoraleScale(PGM》.Fromtheanswerstothe

quesitonnaires,mentalandhealthlevelwascalculated.Dependingonthescoresofbothcategories,

thesubjectsweredividedintoGroupsA(10wmentalandhea皇thscores》,B(mediumscores》and

C(highscores)andthehea董thandmoralewerecomparedamongthesegroups.26%ofthemale

and11%ofthefemaleagedshowed童owerscoresonbothhea虻handmora置eindexes(GroupA),

whi監e12%ofthemaleand12%ofthefemaleshowedhigherscores(GroupC).Theremaining

scoreswereintermediatebetweenbothGroupsAandC(GroupB:male62%andfemale77%》.

GroupAisthoughttoberepresentedthedesirablestateofaging.Ascomparedthesedistribution

amonggroupswithourpreviousdatafortheagedwhoWerelivingathomein"S"areainSapporo

(noparticipantsintheclass》thepercentageofGroupCwasSowerintheparticipantsthaninthe

noparticipants.

Physicalfitness(vitalcapacity,gripstrengthandsquattimes)wasmeasuredandcomparedbe・

tweenGroupsAandCoftheparticipantsintheclass,andbetweentheparticantsandnopartici・

pa就s.Nodifferencewasobservedbetweenbothgroupsintheparticipants,buttheleve量ofphysic・

a璽fitnesswasgreaterintheparticipantsthaninthenoparticipants.

Thepedestriannumbersadaymeasuredbyapedometerintheparticipantsoftheclasswere

greaterinthedaywhentheyhadaclassascomparedwiththenumbersinthedayofnoclass.

Fromtheseresu玩s,physicalconditioningclassfortheagedpeop塾eisinferredtobeusefulfor

health,moraleandphysicalfitnessoftheagedparticipants.
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高齢 者 問 題研 究No.61990

1.緒 言

我 々がすでに行なった札幌市S地 区に住居 を有

する70歳 代男女の生活 ・健康 ・生 きがいに関する

調査研究結果から,健 康で生 きがいのある老年期

を過 ごしている人々の特徴 として,「 身体的 ・精

神的 ・社会的諸側面において活動的である」こと

が推察 された(石 田ら,1986a)。 また健康で生

きがい感に恵 まれている70歳代高齢者はそ うでな

い70歳 代男女に比べて基礎体力の優れている傾向

が示唆 された(石 田ら,1986b)。Neuhausand

Neuhaus(1982)は 「老年期において充実 した生

活(well・being)を 満喫できるか否かは,社 会的,

精神的,身 体 的諸要因によって決められる。wel1

-beingが 自然 にもた らされることはない。幸わ

せな老年期(successfulaging)は 人生の若 い時

期 において過 した と同様な時間や活動のエネル

ギーを,老 年期にまで延長 している人々によって

達成 される(森 谷訳)」 と述べてお り,個 人に与

えられた社会的 ・精神的 ・身体的能力を十分に使

うことが老年期の健康 と生 きがい感にとって も重

要であると指摘 している◎

わが国の高齢化の急速な進展に伴って,高 齢者

を対象に したスポーツ教室の開催や,様 々な高齢

者の団体(老 人クラブなど)で活動の一つにスポー

ツを位置付けることも多 くなってきている。そこ

で本研究では,60歳 以上の高齢者 を対象に して週

1回 の頻度で開かれているスポーツ健康教室参加

者 の生活 ・健康 ・生 きがい感 を知るため にア ン

ケー ト調査 を行ない,さ らに基礎体力測定 などを

行なった。その結果 をすでに我 々が行なった札幌

市S地 区在宅の70歳 代男女 と比較することから,

スポーツ教室が高齢者の健康や生 きがいに果たす

役割 を推察することを意図した。勿論,在 宅者の

中にはスポーッ教室や老人クラブなどに参加 して

いる人々も含まれてはいたが,そ の数が過半数に

達することはなかった。 また,こ のような横断的

研究の持つ弱点として以下のようなことが指摘 さ

れている。スポーツ教室参加者の健康や生 きがい

し

感の現状 は,教 室に参加することによって作 られ

たものとい うよりは教室はある条件をクリアで き

た人達のみが参加するものだから,参 加者の特性

を明 らかにするだけであるとい う指摘である。そ

のような弱点を考慮 しながら,現 状においてはス

ポーツ健康教室参加者の特性 を明 らかにし,健 康

で生 きがいのある老年期 を生 きる条件や特徴 を探

索する一助に したいと考えた。

2.研 究方法

江別市体育館を主会場 にして,江 別市などが主

催 している高齢者スポーッ健康教室に参加 してい

る60歳 以上の男女147名(男43名,女104名)を 対

象にして1989年6月 に 「生活 ・健康 ・生 きがいに

関するアンケー ト」を実施 した。

アンケー トは生活状況調査,健 康 自覚症状調査,

生 きがい感調査,日 常の生活行動調査から成る自

記式であり,ス ポーッ健康教室参加時 に指導員か

ら手渡 し,1週 間後の教室出席時に回収する方法

によった。生活状況調査 は質問項 目10で,同 居家

族,現 在の職業,収 入の種類,テ レビ ・ラジオ視

聴時間,読 書時間などを尋ねた。健康自覚症状調

査は北大方式健康調査表(HHI)(森 谷 と福地,

1985)を 基礎 とした質問項 目24(石 田 ら,1986a)

で,こ の質問に頻度による3段 階選択肢で回答を

得,健 康度の低い方から3,2,1点 と配点をし,

その合計点 を 「健康度(HHI)得 点」 とした。

健康度得点の基礎 となる24項 目に加 えて通院状

況,健 康に関係する日常的生活様式の8項 目(石

田ら,1986a)と 日常的に行なっている健康法や

過去10年 間の病歴の合計10項 目を尋ねた。生 きが

い感調査 を浦沢 ら(1981)がPhiladelphiaGeriat-

ricCenterMoraleScale(PGM)を 基礎 に して 日

本入の社会的特性 を考慮 して作成 した質問項 目20

から成る 「生 きがい感調査表」によった。感 じの

度合を3段 階選択肢から回答させ,生 きがい感の

低い方から3,2,1点 と配点をし,そ の合計点

を 「生 きがい感(PGM)得 点」 として取 り扱っ

た。 日常の生活行動調査は,東 京都老人研(藤 田
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と籏野,1989)が 作 成 したActivityofDailylife

(ADL)の 質問項 目14で,生 活行動の程度が低

い方から3,2,1点 と配点をし,そ の合計点 を

「日常生活行動(ADL)得 点」 とした。

回収 したアンケー トは,統 計パッケージSAS

によって集計を行なった。

また同年7月 に,一 つのスポーツ教室開催時に

その時間の一部 を使って(約1.5時 間),当 日出席

した人達の基礎体力測定 を行なった。測定項 目は,

身長,体 重,安 静時血圧,肺 活量,握 力,膝 曲げ

運動で,1人 の測定に要 した時間は約15分 であっ

た。血圧はデジタル血圧計(オ ムロン,HEM-68)

で,肺 活量 はパルモテスター(フ クダ産業)で,

握力はスメ ドレー式握力計(五 十嵐医科工業)で,

膝曲げ運動 は20秒 間に膝をできるだけ深 く曲げ,

ただちにもとの姿勢 に戻る動作 をできるだけ速 く

行ないその回数 を数えた(東 京都立大学身体適性

学研究室,1985)。 ・

さらに6月 から,一 つのスポーツ教室(基 礎体

力測定を行なった教室)参 加者全員(男 性12名 と

女性32名)に 万歩計(オ ムロン,HJ-11)を 装

着 してもらい,毎 日の歩行記録 をつけてもらった。

この記録 を同年10月 にコピー し,1日 あたり平均

歩行数を計算 した。

一一方1984年9月 から10、月に,札 幌市内S地 区に

居住する70歳 代男女221名(男110,女111>を 対

象にして我 々がすでに行なった 「生活 ・健康 ・生

きがいに関する アンケー ト」の結果(石 田 ら,

1986a)並 びにその中の一部の人達について実施

した基礎体力測定の結果(石 田ら,1986b)と 上

記スポーツ教室参加高齢者 の結果 を比較検討 し

た。

我 々の 先 行研 究(石 田 ら,1986a,1986b,

Moriya&Fukuchi,1990)に な らって,successful

agingとunsuccessfulagingの ニ グ ルー プ,並 び

に ど.ちらに も入 らない 中 間 の三 グ ルー プに分 け

て,各 グルー プの人 々の生活状 況,健 康 状況,基

礎 体力,日 常行動量 の比 較 を行 な った。 グルー プ

分 け はHHI得 点 が およ そ低 得 点3分 の1で かつ

PGM得 点 が お よそ低 得 点3分 の1に 位 置 す る

人々 をsuccessfulagingグ ル ー プ(グ ルー プA),

HHI得 点 とPGM得 点 が ともにお よそ高得点3分

の1に 位 置す る 人々 をunsuccessfulagingグ ル ー

プ(グ ループC)と し,そ の他 の人々 を中間 グルー

プ(グ ルー プB)と した。

3.結 果

(1)アンケー ト回答者の特性

アンケー一ト回収率は100%で あった。

アンケー ト回答者男43名,女104名 の平均年齢

は男70歳 女67歳,全 体で68歳 であった。5歳 年

齢階級でみた男女の年齢分布 を表1に 示 した。男

では62歳 か ら82歳 までの分布で,・最大分布は70・-

74歳 の16名(37%)で あった。女では60歳 か ら79

歳 までの分布 で,最 大分布 は65歳 ～69歳 の53名

(51%)で あった。131名 の平均 肥満度(Broca

の桂変法によって(実 測体重/標 準体重)×100,

標準体重=身 長一一100)×0.9で 求めた。)は114±

1.2(平 均値 ±標準誤差)%で 最小72%か ら最大

167%の 分布 であった。10%肥 満度階級 でみた男

女の肥満度分布 を表2に 示 した。

豪1ア ンケ"hpt-bト回答 者 の 男 女 別年 齢 分 布

{
60-64歳

1

65-69歳 70-74歳 75-79歳 80-84歳

男(人) 6 12 16 6 3

(%)覧 14.0 27.9 37.2 14.0 7.0

女(人) 29 53 18 4 0

(%) 27.9 51.0 17.3 3.9 0

一一103一
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表2肥 満度の分布

%

70-79

%

80-89

%

90-99

%

100-109

%

110--119

%

120-129・

%

130-139
%

140-149
%

150-159

%「

160-169

人 1 1 14 36 37 24 13 3 1 1

% 0.8 0.8 10.7 27.5 28.2 18.3 9.9 2.3 0.8 0.8

亀

爺

肥満度はBrocaの 桂変法によって求めた。

(2)高齢者スポーツ教室参加者の生活状況

(2。1)同 居家族

アンケー ト回答者 の平均同居 人数は3.2±0.15

人であったが,表3に 示すように配偶者 と同居 し

ている者 は113名(77%),子 供 と同居 している者

は59名(40%),子 供の配偶者 とは47名(32%),

孫 との同居は48名(33%)で あ り,独居者11名(8%)

であった。

また習い事 をしていると答えた人は85名(58%),

していない人59名(40%)を 上 まわった。習い事

で多 くあげられたものは書道19名,お どり9名 で

あった。その他 に趣味活動同様 に20種以上の活動

が記載された。習い事のために自宅外に出かける

人が84名(99%〉 で,習 い事の月あた り回数は1

～10回 以上 に分布 してお り,月2回 程度の人が23

名,4回 程度19名,週2回 以上の人が15名 であっ

た。
表3同 居者

配

偶

者

子

ど

も

子
ど
も
の
配
偶
者

孫

父

親

母

親

一

人

ぐ

ら

し

人 113 59 47 48 0 3 11

% 76.9 40」 32.0 32.7 0 2.0 7.5

(2-2)余 暇時間の過 ごし方

テレビ ・ラジオ視聴の1日 あたり平均時間は3

時間45分,読 書の1日 あたり平均時間は1時 間45

分であった。テレビ ・ラジオ番組で好んで視聴 さ

れている ものは3つ 以内 の複 数回答 の結 果,

ニュースが1位 ,ド ラマ2位,ス ポーツ3位,ク

イズ4位 であった。また複数回答 による読書内容

では,1位 新聞,2位 生活 ・実用 ・趣味の本,3

位専門書であった。趣味活動 を行なっていると答

えた人 は63名(43%),行 なっていない人83名

(57%)を 下 まわった。複数回答による趣味活動

の内容で多いものは,書 道12名,和 裁 ・洋裁 ・編

物11名,庭(花 づ くり)11名 であった。他は華道,

茶道,お どりなど多様な趣味活動が記載 された。

(2-3)最 終学歴 と長 く従事 した職業

最終学歴の分布を表4に 示 したが,高 等小学校

64名,旧 制中学校 ・高等女学校51名 であった。ま

た10年 以上従事 した職業で多いものは,勤 務(事

務 ・専門職)47名,勤 務(技 能 ・現業職)33名,

農 ・林 ・漁業19名,勤 務(サ ービス業)14名,自

営12名 であった。一方職業についたことがない者

は36名 であった。

表4最 終学歴

尋

常

小

学

校

高

等

小

学

校

旧旧
制制高
中
等学
女
学
校

旧師
制範高学

専校

夫
学

新
制
高
等
学
校

新

制

大

学

そ

の

池

人 19 64 51 5 3 0 5

% 12.9 43.5 34.7 3.4 2.0 0.0 3.4

(2-4)現 在の職業 と収入

現在 も仕事をしている人は10名(7%)で 自営

業 と非常勤などで常勤務の人はいなかった。73名

(50%)の 人が退職後であ り,現 在収入のある仕

"-104-一
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表5現 在の健康状態

非常に良い 良 い 普 通iや や 不 良 不 良

人 3 21 95 25 0

% 2.0 14.3 64.6 17.0 0.0

事 をしていない人が137名(93%)で あった。回

答者の収入源 として最 も多 くあげられたものは年

金で129名(84%),次 いで動産 ・不動産収入14名

く9%)で あった。

(3)高齢者 スポーッ教室参加者の健康状態

自覚的健康状態に対する回答の分布 を表5に 示

した。普通95名(65%),良 い21名(29%)に 対
'して
,や や不良25名(17%)で あった。心身症状

として訴えの多い項 目は⑨肩 こりするに 「はい」

と 「時々」で94名(64%),⑲ 朝気持 ち良 く起 き

れるに 「いいえ」 と 「時々」で40名(27%),⑯

くよくよすることがあるに 「はい」 と 「時々」で

63名(44%),⑫ 耳が遠 くなったに「はい」と「時々」

で79名(54%),⑬ 夜中に トイレに行 くに 「はい」

と 「時々」で112名(76%),⑳ 腰が痛むにbは い」

と時々」で108名(74%)で あった。HHI得 点の

平均値は,男 で35.0±1.02(N=42),女 で36.9

±0.69(N=98),全 体で36.4土0.58(N=140)

で,分 布 は25点 から59点 の範囲であった。HHI得

点の分布 を図示 した(図1)が,得 点の低 い方にピー

クが見 られ,中 央値 は35点であった。

現在病気で医者にかかっている人が93名(63%)

で,か かっていない人52名(35%)よ り多かった。

日常的 に健康法 を実施 していると答えた人が

101名(69%),し ていない人46名(31%)よ り多

かった。健康法の内容 としてあげられたのは ヨ

ガ ・太極拳 ・体操 ・散歩 ・庭仕事 ・スキー ・水

泳 ・健康教室 などにおける身体活(運)動 が多 く

(87名),次 いで食事 や栄養剤補給などが7名,

くよ くよしないことなど精神面をあげた人7名 で

あった。(健 康法として実践 している活動 を1人

で2種 類以上あげた人では,最 初の1つ のみを集

計の対象 とした。)

HHI

24

6

7
・

Ω
U

30

31

32

脇

製

35

36

37

認

39

如

7
・
8

4

」4

0510152025

FREQUENCY

図1HHI得 点度数分布

303540

(人)

(4)高齢者スポーツ教室参加者の生 きがい感 孟

PGM得 点は20点 から49点 に分布 し,平 均得点 鼠
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PGM

0510152025303540

FREQUENCY

図2PGM得 点度数分布

(人)

は 男で28.8±0.95(N=42) ,女 で30.0±0.62(N

==98)
,全 体 で29.6±0.52(N==144)で あ った。

PGM得 点 の分布 を図示 した(図2)が,得 点 の低

い方 に ピー クが あ り中央値 は28点 で あ った。20項

目の生 きがい感 テス トの 中で特 に訴 えの多 か った

もの は,「 歳 を とる につ れて遠 出 す るのが お っ く

っにな ってい る」 に対 して 「はい」 と 「時 々」 で

79名(54%)。 一 方 「時 々孤 独 な感 じがす る」 に

対 して 「いいえ」 が97名(66%),「 今 年 は以前 に

比 べて さ さいな ことで悩 む ことが多 い」 に対 して

「い い え」 が114名(78%)
,「 歳 をとる につ れて

役 に立 たない人間 にな って きている」に対 して「い

い え」が99名(67%),「 心 配事 で眠 れな くなる」

に対 して 「いいえ」 が87名(59%),「 人 生 は生 き

るに値 しない ものだ と感 じる ことがあ る」 に対 し

て 「い い え」 が129名(88%),「 気 に なる ことが

沢 山あ る」に対 して 「いい え」が92名(63%),「 物

事 を難 しく考 えて しまう」 に対 して 「いい え」 が

102名(69%),「 暇 な時 間が沢 山あ って退屈 して

いる」 に対 して 「いいえ」が118名(80%),「 今,

若 か った時 と同 じくらい幸せ」 に対 して 「はい」

が89名(61%),「 今,身 体 の具合 が良い」 に対 し

て 「はい」が90名(61%),「 お 金の こ とで心 配す

る ことが ない」に対 して 「はい」が104名(71%),

「毎 日の生活 に とて も生 きがい を感 じる」 に対 し

て 「はい」 が104名(71%),「 友 人や 身内 の者 と

うま くや って いる」に対 して「はい」が127名(86%)

で あ った。

(5)高齢 者 スポー ツ教 室参加者 の 日常 生活行動

ADL得 点 は14点 か ら26点 に 分布 し,平 均 得点

は男で19.1±0.31(N=43),女 で16.5±0.23(N

=101) ,全 体 で17.3±0.21(N=144)で あ った。

ADL得 点 の分布 を図示 した(図3)が,得 点 の

低 い方 に ピー クがあ り中央値 は17点 で あ った。14

項 目の質問 の中で,や っていない とい う回答 の相

対 的 に多 か った項 目は以下 の よ うで あった。 「ト

イ レに行 くの に間 に合 わな くて,尿 や大便 で失敗

する こ とがある」 に対 して 「はい」 と 「時 々」 で

26名(18%),「 あ なた自身の食事 の用意 を して い

る」 に対 して 「いいえ」 が25名(17%〉 。

(6>高齢者スポーツ教室参加者の基礎体力

基礎体力測定を行なった男性14名,女 性30名 の

平均年齢,身 長}体 重,肥 満度,平 均血圧,左 右

平均握力,肺 活量,膝 曲げ回数を表6に 示 した。'
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図3ADL得 点度数分布

平均年齢 は男に比べて女で3.3歳 若いが,平 均血

圧には有意差 はな く,握 力,肺 活量,膝 曲げ回数

は男に比べて女 で値が小さかった。

(7)高齢者 スポーツ教室参加者の1日 あたり歩行数

6月 から9月 までの男性12名 と女性32名 の合計

44名 の平均1日 あたり歩行数は6月6795±503歩 ,

表6基 礎体力測定結果

男(N=14) 女(N=30){

年 齢(歳) 70.8±1.5 67.5±0.6

身 長(㎝) 162.0±L3 149.9± つ.8

体 重(kg)
'

59.9±1.4 53.0±1.3

肥 満 度(%) 106.5±2.0 118.4±2.8

平均血圧

(mHg)
100.4±4.4 99.1±1,4

平均握力(kg) 40.4±1.4 23.9±0.6

肺 活 量(認) 2954.3±120.0 2119.3±78.5

膝曲げ運動

1 (回/20秒)
19.0±0.6 14.9±0.4

平均値土標準誤差Nは 被検者数

7月7443±469,8月7395±364,9月7436±403

であった。男女別にみる と6月 の男性8044±1183

歩 と女性6327±519,7月 の男8348±931と 女7104

±538,8月 の男7495±792と 女7358±452,9月

の男7975±719と 女7234±485で 男性 は女性に比べ

て1日 あた り平均歩行数の幾分多い傾向が うかが

えた。 また男女共に健康教室にでた日はでない日

より1日 あた り平均歩行数が大であった(図4と

5)。男女 をあわせた全体の6～9月 における健康

教室にでた日とでない日の1日 あたり平均歩行数

を表7に 示 した。健康教室のある日はない日の歩

行数より有意に大であった。

(8)高齢 者 スポ ー ッ教室参 加者 の中で のsuccessful

agingとunsuccessfulagingグ ル ー プの特徴

グルー プAはHHI得 点24点 以 上31点 以 下 で ,

PGM得 点 が20点 以 上25点 以 下 の 人々 で,健 康 で

生 きが い感 に恵 まれて 日常 生 活 を過 ご しそい る

successfulagingグ ルー プ とみな した。またグルー

プCはHHI得 点 が40点 以 上68点 以 下 で ,PGM得

点35点 以 上56点 以 下 の人々で,健 康 に恵 まれず生

きが い感 が 不 足 して い るunsuccessfulagingグ

ルー プ とみ な した。 さらにグループAとC以 外 の
t

人 々 を中間 グループ,グ ルー プBと した。
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図5ス ポ ー ツ健康 教 室 に でた 日 とでな い 日並 び に全 体

(で た 日+で な いB)の1日 あ た り平均 歩行 数(女 性)

、

豪71日 あたり平均歩行数

6月 7月 8月 9月

健康教室にでた日(歩) 9878±507 10174±510 10680±443 10768±531

で な い 日(歩 〉 6224±520 7168±474 7110±381 7323±405

全 体(歩) 6795±503 7443±469 7395±364 7436±403

平均値±標準誤差

グルー プA,B,Cに 属 す る人数 は,グ ルー一プ

Bが101人(72%)で 最 も多 く,次 い で グルー プ

A22人(16%),グ ルー プC17人(12%)で あ っ

たが,各 グルt--mプの 男女別 内訳 を表8に 示 した。

男 に比べ て女で グルー プAに 属す る人の割合 が小

さ く,替 わ りに グルー プBに 属す る人の割合 が大

きか った。 また年齢分布 を表9に 示 すが,グ ルー

プCに 属す る人 はグルー プAやBに 比べ て,む し

ろ若 い年代 が高 い比率 であ った。

表8男 女 別successfUlaging(グ ル ー プA)と

unsuuessfUl(グ ルー プC)

男 女

グループA 11人(26.2%) 11人(11.2%)

グル ー プB 26(61.9) 75(76.5)

グループC 5(11.9) 12(12.2)

表9グ ループA.B.Cの5歳 年齢階級別年齢構成

60-64歳 65-69歳 70--74歳 75-79歳 80-84歳

グループA
人%

5(22.7)

人%

6(27.3)

人%

9(40.9)

人%

2(9.1)

人
0

グループB 28(27.7) 44(43.6) 19(18.8) 8(7.9)
%2(2
.0)

グル ー・プC 2(11.8) 13(76.5) 2(11.8) 0 0

グループAとCで 比較すると,同 居家族,現 在

仕事,収 入源,最 終学歴に大 きな差違は認め ら

なかった。一方 ,現 在の生活状況で読書時間は

レー・一…プAがCよ り長 く
,逆 にテ レビ視聴 時 間は

8

グルー プAがCよ り短 い傾向 であ った(表10,11)。

また 「街 によ く出かけ ます か」 とい う問に グルー

プAで は 「よ く」(41%),「 時 々」(59%)で あ っ

たの に対 し,グ ループCで は「よ く」(18%),「 時 々」
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表10グ ループAとCの1日 あたりのテレビ・ラジオ視聴時間の比較

1～2*2～33～44～55～66～7(時 間)

.グルー プA654340(人)

(27.3)(22.7)(18.2)(13.6)(18.2)(0.0)(%)

グlv-一 プC165121.(人)

(6.3)(37.5)(31.3)(6.3)(12.5)(6.3)(%)

*時 間の区分は、1～2時 間の場合、1時 間より大 きく、2時 間以内を意味する。

衰11グ ループAとCの 読書時間の比較

0～1* 1～2 2～3 3～4 (時間)

グループA 5

(23.8)

11

(52.4)

4

(19.0) 　

1

84(

人

%

(

(

グループC 12

(70.6)

4

(23.5) )

1

95
。
( )

0

0a(

　

　

人

%

(

(

*時 間の区分は、0～1時 間の場合、0時 間より大 きく、1時 間以内を意味する。

(80%),「 ほ とん どない」(6%)で あ った。 しか

し 「買物 や散歩 に出か ける」 で は両 グルー プ問 に

大 きな差違 は認 め られず,「 よ く」 が グルー プA

で59%,Cが65%,「 時 々」 が グループAで41%,

Cで36%で あ ったか ら,遠 出す る機 会が グルー プ
ア

AでCよ り多いのか もしれない。趣味活動 をして

いると答えた人は,グ ループAで36%,Cで35%

であり,内 容 にも目立 った差異 は認められなかっ

た。習い事 をしている人がグループAで55%,C

で59%で あ り,や はり内容 に目立 った差異はな

かった。

グループAとCの 現在 の自覚的健康状態 を比較

すると,グ ループAはCよ り目立って良いもので

あった(表12)。HHI得 点 を計算する内容 の質問

項 目毎に見ていくと,全 部の項 目でグルー・プAに

比べてCで は,健 康度の低い回答の割合が高かっ

た。中で もグループAとCで 差 違 の大 きか った項

目は,「 疲 れや す い」 に 「い いえ」 が グルー プA

で64%,Cで18%,「 食 欲 のない こ とがある」に 「い

い え」 が グルー ラ'Aで100%,Cで53%で あ った。

また 「頭 痛 がす る ことがあ る」 に 「い いえ」 が グ

ループAで100%,Cで47%,「 寝 つ きが悪 い」 に

「い いえ」 が グルー プAで77%
,Cで17%,「 目

まいや立 ち くらみ をす る」 に対 して 「いい え」が

グ ルー プAで91%,Cで47%で あ った。さらに 「ば

くぜ ん と した不安 感が ある」に 「いいえ」はグルー

プAで100%,Cで47%,「 くよ くよする こ とがあ

る」 に対 し 「いい え」 が グルー プAで96%,Cで

6%,「 気 分 に波 があ りす ぎる」に対 して 「い いえ」

が グ ルー一"bプAで100%,Cで35%で あ った。現在

病気 の治 療 の た め に通 院 して い る人 の割 合 は グ

ループAで45%に 対 し,Cで は94%に の ぼ った。

豪12グ ループAとCの 自覚的健康状態の比較

非常に良い 良 い 普 通 やや不良

グループA

)

2

5軌(

8

(38.1)

10

(47.6) )

1

8生(

人

%

(

(

グル ー・プC

　

0

』⑩ )

1

95(

8

(47.1)

8

(47.1)

　

　

人

%

(

(
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具 合 が悪 くて寝 込 むこ とが 「あ る」と「時 々あ る」」

人が グルー プAで14%に 対 し,Cで は59%で あ っ

たが,健 康 法 を何か実践 してい る と答 えた人 の割

合 はグルー プAで73%,Cで71%と 同程 度で あっ

た。内容 と しては散歩 ・ヨガな どの身体 活動 をあ

げ る人が両 グループ とも最多 で,グ ルー プCで1

人(8%)「 食 事 内容 に気 をつ ける」 こ とをあげ,

両 グルー プで各1人 が 「くよ くよ しない」 ことを

あげ た。最近10年 間 に病気 にかか ったのべ 件数 は

グルー プAで31件(1人 あ た り1.4件),一 方Cで

は51件(1人 あ た り3.0件)と 多か った。両 グルー

プで差 の 大 きか った10年 間 に り患 した病 気 と し

て,高 血圧(A:18%,C:47%),脳 卒 中(A

:0%,C:6%),消 化 器系(A:14%,C:41%),

関 節 の病気 や腰痛(A:18%,C:53%)が あ げ

られた。

グ ルー プAとCのPGM得 点 を計算 する内容 の

質 問項 目に対 する回答 で も,全 てでグルー プAが

Cよ り生 きが い感 に恵 まれ て いる割 合 が高 か っ

た。 中で もグループAとCで 差違 の大 きか った項

目は,「 心 配事 で眠 れ な くな る こ とが ある」 に対

し 「いい え」が グルー プAで100%,Cで12%,「 物

事 を難 し く考 えて しまう」 に 「いい え」 が グルー

プAで100%,Cで12%,「 毎 日の生 活 に生 きが い

を感 じてい る」 に 「はい」 が グルー プAで96%,

Cで24%で あ った。一方両 グループの差違 が小 さ

か った項 目は,「 お金 の こ とで心配 す る こ とが な

い」 に対 して 「はい」 が グルー一プAで77%,Cで

65%で あ った。

ADL得 点 を算 出 した 日常 の生活行動 に関する

14項 目 の質問 に対す る回答傾 向 には,グ ループA

とCの 間で大 きな差違 が認 め られなか った。

グルー プAとCの 基礎体力 を男女別 に比較 した

結果,表13に 示 す よ うに,男 女 ともにグルー プA

とCの 間 に大 きな違 いが認 め られなか った。

グ ルー プAとCの1日 あ た り平均 歩行数(6～

9月)に も有意 な差違 は認 め られなか ったが,男

女 をあわせ て グルー一一一,プAがCよ り歩行数 の多 い傾

向が うかが えた。(表14)。

、

表13グ ループAとCの 基礎体力の比較

年齢 肥満度 平均血圧 平均握力 肺活量 膝曲げ運動

男 グル ー プA(N=3)74歳108%

C(N=2)69112

115㎜Hg38.6kg

10839.1

2863皿2

3475

18回/20秒

17

女 グル ー プA(N=6)69

C(N=7)67

117±7.2105±1.824.3±1.52207±4914±i).6

109±5.498±3.424.9±1.72296±12215±1.0

平均値±標準誤差N=被 検者数

表14グ ループA.B.Cの1日 あたり平均歩行数の比較

6月 7月 8月 9月

'
8

男 女 、 グル ー プA(N=9)

B(N=20)

C(N=9)

7559

±1061

6792

±559

6607

±1697

8290

±1078

7816

±614

7162

±1431

8315

±769

7303

±419

7052

±1095

8607

±944

7127

±433

7408

±1222

平均値±標準誤差、N・=被 検者数
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表1570歳 代男女の自覚的健康状態の比較

非常に良い 良い 普通 やや不良 不良 合 計s

スポーッ教室参加者
男 札幌市S地 区在宅者

0 27 5 0 100(%)

5 20 43 22 10 100

スポーッ教室参加者
女 札幌市S地 区在宅者

0
'18

77 5 0 100

3 15 40 20
0
。

10 100

し

,t
陀
目

1

ー

(9)スポーツ教室参加高齢者 と都市在宅高齢者の比

較 ∂

1984年 に我々が行なった札幌市S地 区に居住す

る70歳 代の在宅高齢者の調査結果では,グ ループ

Aに 属 した男性28%,女 性17%,グ ループCに 属

した男性11%,女 性19%で 残 りはグループBで

あった(男 性61%,女 性64%〉(森 谷 と福地,1988)。

この結果 と比較するために,ス ポーッ教室参加高

齢者の中で70歳 代の男女 ●(男22,女22名)の みを

抽出 してグループ分けを行なったところ,グ ルー

プAに 属する男女 は28%(40人 中11人),Cに 属

する男女は5%(2人),Bに 属する男女は68%(27

人)で あり,グ ループCに 属する70歳 代男女の割

合が札幌市S地 区の在宅者より低いことが示唆 さ

れた。なお4名 は一部データの欠損のためグルー

プ分 けができなかった。

次 いでスポーツ教室参加70歳 代男女の生活状況

を札幌市S地 区70歳 代在宅者 と比較 した。配偶者

との同居率 は男性で91%,女 性で59%で あり,在

宅者の男性80%,女 性27%よ り高い傾向であった。

テ レビ・ラジオ視聴時間を両群で比較すると,男

女 ともに視聴時間の短い人の割合がスポーツ教室 鷹

参加者でS地 区在宅者 より高かった し,女 では61
奪

時間以上の人の割合が小 さかった(図6)。 全体 と 瀦

してテレビ ・ラジオ視聴時間はスポーッ教室参加 講
ま

の男性で女性より長いような傾向があり,在 宅高 ・

齢者の傾向(女 性で明らかに男性 より長い)と 異1.
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なっていた・一方・縮 醐 を両群で比較すると議

男女 ともにスポーツ教室参加者でS地 区在宅者耀

り短い人の割合が高い傾向であった(図7)。 さ気

に男性 に比べて女性の読書時間の短いことが両磋

で共通 に推測 された。 霧
ヤミ

両群の自覚的健康状態 を表15に 示 した。70趨ue

のスポーツ教室参加者は男女共に 「非常に良い'

と 「不良」に該当者がいなくて,「良い」と「普

で男女 ともにそれぞれ95%を 占めた。一方S.

ξ影

磯



表1670歳 代男女の基礎体力の比較

高齢者問題研究No.61990

年 齢 平均握力 肺 活 量 膝曲げ運動

男 スポーツ教室参加者(N=8)

在宅グループA(N=12)

在宅グループC(N=5)

(歳)

73.4±1.0

73.5±0.5

73.6±1。1

(kg)

41.3±1.9

34.0±4.4

31.9±7.5

(認)

3008±151

2474±686

2250±815

(回/20秒)

18.9±0.7

11.2±3.1

8.5±3.4

女 スポーツ教室参加者(N==6)

在 宅グループA(N=7)

在宅 グループC(N==7)

72.7±0.8

74.9±0.9

73.0±0.9

22.8±1.8

21.0±4.1

17.4±7.1

2105±82

1446±285

1115±384

12.0===2.6

8.8±1.5

4.0±1.4

平均値±標準誤差、スポーツ教室参加者は男ではグループA3名 、B3名 、C1名 、不明1名 、女ではグループA3名 、

B2名 、C1名 か らなる。

在宅者では,「非常に良い」から 「不良」 まで分

布 し,「非常に良い」 と 「良い」 と 「普通」 を合

わせると,男 性で68%,女 性で58%で あったから,

スポーツ教室参加者の方が在宅者 より自覚的健康

状態は良い と言 えるかもしれない。

次いでスポーツ教室参加者 とS地 区在宅の70歳

代男女の基礎体力を比較 した(表16)。 スポーツ

教室参加者の うち基礎体力測定 を行なった44名

中,70歳 代は14名(男8,女6名)で あった。こ

れら70歳 代の人達はHHI得 点 とPGM得 点から分

類 したグループA,B,Cの いずれかに属 したが,

スポーッ教室参加者の基礎体力にはグループによ

る差異が認められなかった(表13)の で,一 括 し

て取 り扱った。一方,S地 区在宅者ではグループ

AとCの 間に基礎体力の差異が認められ,AはC

より良い傾向であった(石 田ら,1986b)。 そこで,

スポーツ数室参加70歳 代男女 とS地 区在宅の70歳

代男女Aグ ループとCグ ループの3群 について比

較検討 を行なった。左右平均握力,肺 活量,膝 曲

げ運動 ともに江別スポーツ教室参加者 はS地 区在

宅者のグループAよ りも,勿 論グループCよ りも

慈優れている傾向が推察 された。

4.考 察

スポーツ健康教室参加高齢者の性比は男性に比

齢 て女性が2倍 以上も大であった(43:104)。 参

三男性の平均年令は70歳(62・-82歳),女 性のぞ

タ67歳(60～79歳)で あったから,男 性参加者

/

は女性 に比べ幾分高齢であった。また参加者の生

活状況は比較的安定 していると考えられ,平 均同

居人数が本人を含めて3.2人 であ り,配 偶者 と同

居 している人が70%強 であった。現在 も収入のあ

る仕事 をしている人は少なかった(7%)が,84%

の人が年金を得ていた。趣味活動を行なっている

と答 えた人 は43%と 半数 を下 まわったか ら,ス

ポーツ健康教室 は趣味と考えていない人が多いこ

とを示す ものであろう。

参加者の健康 自覚症状 も比較的安定 していると

考 えられた。何故なら、自覚的健康感が 「やや不

良」の人が17%い るものの、残 りの人は 「普通」

「良い」「非常に良い」であった(表5)か ら,

札幌市S地 区に70歳代男女 に比べて良いものであ

り(表15),10・一乞o歳代の大学生の結果(森 谷,1982)

に近いものである。健康法を実践 していると答 え

た人が69%で,ス ポーッ健康教室 は全ての参加者

で健康法 として意識 されているわけではないこと

を示唆する。

生 きがい感テス トの結果 も,s地 区在宅70歳 代

男女に比べて良いものであ り,生 きがい感に恵 ま

れた参加者の多いことが示唆 された。

日常生活行動 も自立 した生活に支障のない程度

にはで きる人々が参加者に多かった。

基礎体力測定結果(表6)を 同年齢の日本入標

準値(東 京都立大学身体適性学研究室,1985)と

比較する と男女共にスポーッ教室参加者の平均握

力,肺 活量,膝 曲げ運動は優れていた。特に北海
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都市部におけるスポーツ教室参加高齢者の健康、

生 きがい、基礎体力に関する研究

道の高齢者(中 でも女性の場合に目立つ)で は膝

関節の障害が 目立つ(石 田 ら,1986b)の で,運

動機能の保持 ・強化にスポーツ教室の果た してい

る役割 は大 きいものと推測 された。この推測は万

歩計による歩行 数の測定 によっても裏付 けられ

た。スポ"-pe一ツ教室にでた日の1日 あたり歩行数は

でない 日のそれ に比べ て2倍 近 いものであった

(図4,5)。 このよ うによ く歩 く(走 る)こ とが体

力の保持 にとって有効であることはすでに報告 さ

れている(須 田ら,1988)。

人数は少なかったが,HHI得 点 とPGM得 点か

ら分類 したunsuccessfulaging(グ ループC)と

・みなされる人々が,ス ポーツ教室参加者の中にも

いた(表8)。 この グループCとsuccessfulaging

とみなされる人々(グ ループA)の 差違を明 らか

にすれば,健 康で,生 きがい感を持った老年期の

達成要 因をさらに明らか にで きる と考 えた。 グ

ループAとCの 男女の基礎体力測定結果には差違

が認め られず(表13),S地 区在宅70歳 代の人々

の結果 と大 きく異なる点であった。 グループCの

人々は当然健康状態がAの 人々より悪 く,自 覚的

健康状態の差違(表12)や,グ ループCの94%が

現在何 らかの病気で通院中であるのに対 し,Aで

は45%の 人々であるなどの違いが目立った。過去

10年 間の病気の り患 もグループCでAよ り多 く,

病気になることが高齢者にとっても大 きなリスク

であることを示唆する結果であろう。特に高齢者

の病気が慢性の ものが多いことや,回 復力の低下

のために,ケ ガなどからの回復が十分でない(伊

藤 と石川,1985)こ とに注意が必要に思われる。

生 きがい感の低下が健康状態の悪化によってもた

らされる例 は多 い(森 谷 と福地,1988,Moriya

&Fukuchi,1ggo)。 スポv-.ッ教室参加者のグルー・

プAとCの 生活状況がS地 区在宅のグループAと

Cの 違い(石 田ら,1986a)に 比べて小さいこと

や生 きがい感テス トの回答にみるグループAとC

の差違が,健 康 自覚症状にみる両グループの差違

ほ ど大 きくない ことからも,健 康状態の悪化が

unsuccessfulagingの 最大 の誘(原)因 であった

可能性が推測 される。

以上の結果から,ス ポーッ健康教室参加高齢者

の生活 ・健康 ・生 きがい感は積極的な生活(教 室

参加)に 支 えられて,在 宅の高齢者に比べると内

容の高 いものである と考 えられた。HHI得 点,

PGM得 点平均値 も在宅者 の平均値(石 田 ら,

1986a, ,配 点 を同じにして計算 しなお した時ンに

比べる と内容の良いものであった。 しかし,こ の

ような傾向はスポーツ教室参加によって育てられ

たのか,あ るいは,ス ポーッ教室に参加 しようと

いう意欲 をもつような高齢者では,す でに健康 と

生 きがい感の高い水準が備 っていたのかを明らか

に していくことは,今 後の縦断的研究方法による

課題であると考える。そ して後者の場合でも,ス

ポーツ教室 は健康や生 きがいの保持 に有用であっ

た可能性 は大 きいと推察 される。
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